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令和4年度 

水道水に関するアンケート 

調査結果報告書・概要版 令和5年1月 

 

 

 

 

本市水道事業を取り巻く状況が大きく変化している中，水道事業に対するお客さまの評価
や意見を的確に把握し，今後の水道事業運営の基礎資料とすることを目的として，本調査を
実施した。 

 

◆調査地域：新潟市の給水区域 
◆調査対象：新潟市の上水道を利用している事業所 
◆標 本 数：1,000 
◆抽出方法：無作為抽出法（検針のためのお客さま情報から無作為に抽出） 
◆調査方法：郵送法（郵送配布・郵送回収） 
◆調査期間：令和４年 11月 17日（木）から 12月 12日（月）までの 26日間 
◆調査項目：①フェイスシート（お客さまの属性） 
      ②水道水の節水状況に関する設問 
      ③災害時における飲料水の確保に関する設問 
      ④水道局の広報・PRに関する設問 
      ⑤事業運営全般に関する設問 
 

  

◆発 送 数：1,000件 
◆有効回収数：393件 
◆有効回収率：39.3％ 

 

  

20.9%

14.8%

14.5%

6.9%

6.4%

5.9%

4.8%

2.8%

23.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

中央区

(n=82)

西区

(n=58)

東区

(n=57)

北区

(n=27)

江南区

(n=25)

秋葉区

(n=23)

西蒲区

(n=19)

南区

(n=11)

無回答

(n=91)

n=393

17.6%

16.8%

10.9%

8.4%

5.6%

5.1%

4.6%

0.3%

5.9%

24.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

卸売・小売業

(n=69)

製造業

(n=66)

サービス業

(n=43)

飲食店・宿泊業

(n=33)

建設業

(n=22)

医療・福祉

(n=20)

運輸業

(n=18)

情報通信業

(n=1)

その他

(n=23)

無回答

(n=98)

n=393

22.1%

20.9%

8.9%

1.8%

1.5%

17.0%

27.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

２５㎜

(n=87)

３０～４０㎜

(n=82)

５０㎜

(n=35)

１００㎜以上

(n=7)

７５㎜

(n=6)

わからない

(n=67)

無回答

(n=109)

n=393

13.0%

10.7%

8.4%

6.6%

5.9%

4.6%

4.6%

3.1%

2.0%

14.5%

26.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

４０１～２，０００㎥

(n=51)

１０１～２００㎥

(n=42)

２１～４０㎥

(n=33)

２０１～４００㎥

(n=26)

６１～１００㎥

(n=23)

４１～６０㎥

(n=18)

２，００１㎥以上

(n=18)

１０㎥以下

(n=12)

１１～２０㎥

(n=8)

わからない

(n=57)

無回答

(n=105)

n=393

調 査 の 目 的 

調 査 の 設 計 

回 収 結 果 

◆所在地 ◆業種 ◆水道メーター口径 ◆水道使用水量 
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45.3%

31.0%

11.2%

4.6%

7.9%

0% 20% 40% 60%

節水は必要と思いながらも、

実行はしていない(n=178)

ある程度節水をしながら使っている

(n=122)

節水のことは考えずに使っている

(n=44)

まめに節水して使っている

(n=18)

無回答

(n=31)
（n=393）

62.9%

38.6%

20.7%

11.4%

10.0%

5.0%

5.0%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80%

従業員への啓発

(n=88)

使用量の管理

(n=54)

節水型設備の導入（節水型トイレなど、

業務用以外のもの）(n=29)

節水型設備の導入（業務用の機械など）

(n=16)

地下水・雨水の利用

(n=14)

水の循環利用

(n=7)

その他

(n=7)

無回答

(n=1)

（n=140）

「節水は必要と思いながらも、 

実行はしていない」 

問 あなたの事業所では、日ごろ節水を心がけていますか。 

「まめに節水している」と「ある程度節水をしながら使っている」が合わせて３５．６％と３割

強になっている。 

「従業員への啓発」 

問 次のうち現在取り組んでいる節水対策はありますか。また、その時期はいつごろですか。

（○はいくつでも） 

現在取り組んでいる節水対策は，「従業員への啓発」が６２．９％と最も高く，「使用量の管理」

が３８．６％と続いている。 

水道水の 

節水状況 
45.3％ 

取り組み中の 
節水対策 

62.9％ 
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19.3%

5.0%

0.0%

0.0%

5.0%

69.3%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80%

前年度に比べて５％程度の節水

(n=27)

前年度に比べて１０％程度の節水

(n=7)

前年度に比べて１５％程度の節水

(n=0)

前年度に比べて２０％を超える節水

(n=0)

その他

(n=7)

目標値はない

(n=97)

無回答

(n=2)
（n=140）

39.0%

31.7%

22.0%

7.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40%

あまり達成できなかった

(n=16)

ほぼ達成できた

(n=13)

半分くらい達成できた

(n=9)

わからない

(n=3)

無回答

(n=0)
（n=41）

「目標値はない」 

問 節水するための水道使用量の目標値はありますか。 

節水の目標値については，「目標値はない」６９．３％が最も高くなっている。 

「あまり達成できなかった」 

問 節水をしたことにより、節水目標はどのくらい達成できましたか。 

「あまり達成できなかった」が３９．０％と最も高く，また，「ほぼ達成できた」と「半分くら

い達成できた」事業所の合計が５３．７％だった。 

水道使用量 

の目標値 
６９.３％ 

節水目標の 
達成状況 

3９.０％ 
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53.4%

28.5%

11.5%

8.7%

8.7%

4.1%

1.8%

22.1%

4.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

従業員への啓発

(n=210)

使用量の管理

(n=112)

節水型設備の導入（節水型トイレなど、

業務用以外のもの）(n=45)

節水型設備の導入（業務用の機械など）

(n=34)

地下水・雨水の利用

(n=34)

水の循環利用

(n=16)

その他

(n=7)

ない

(n=87)

無回答

(n=18)

（n=393）

73.5%

75.8%

41.7%

17.0%

4.6%

0.3%

1.5%

0.8%

0.0%

0.3%

0.5%

1.8%

1.3%

1.0%

15.0%

0.0%

0.0%

1.3%

0.8%

0.3%

1.3%

0.0%

0.8%

0.5%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ.飲用

(n=289)

Ｂ.飲用以外の生活用水

（トイレ等）

(n=298)

Ｃ.商品の製造･加工、

サービスの提供などの業務用

(n=164)

Ｄ.空調等の設備用

(n=67)

Ｅ.その他

(n=18) （n=393）

１ 水道水 ２ 雨水 ３ 地下水(井戸水) ４ 工業用水 ５ その他

「従業員への啓発」 

問 次のうち、今後取り組みたいと思っている節水対策はありますか。 

今後取り組みたい節水対策は，「従業員への啓発」が５３．４％と最も多く，「使用量の管理」が

２８．５％と続いている。 

全てにおいて「水道水」が基本となっている 

問 水道水の他に利用している水はありますか。 

また、水道水およびそれぞれの水は、どのような用途にお使いですか。 

どの用途においても，水道水の利用が高いが「その他」において地下水（井戸水）が１５．０％

と高い数値を示している。 

取り組みたい 

節水対策 
53.4％ 

利用水と 
その用途 
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21.6%

18.8%

17.0%

16.8%

11.7%

6.6%

0.8%

38.4%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

節水の意識が高まった

(n=85)

水道の果たす役割に対して関心が高くなった

(n=74)

以前より水の備蓄をするようになった

(n=67)

水道施設の耐震性や、水道管の老朽化などの

問題に関心が高くなった

(n=66)

水道水の安全性に対して関心が高くなった

(n=46)

水道水以外の水（ペットボトル水、井戸水など）

を利用するようになった

(n=26)

その他

(n=3)

変わらない

(n=151)

無回答

(n=3)

（n=393）

27.7%

3.1%

0.3%

3.8%

65.4%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80%

ペットボトル

(n=109)

ポリタンク

(n=12)

水の缶詰

(n=1)

その他

(n=15)

備蓄していない

(n=257)

無回答

(n=7)
（n=393）

「変わらない」 

問 近年の大震災や水害を経て、あなたの事業所では水に対する考え方は変化しましたか。 

震災後の水に対する意識の変化については，「変わらない」が３８．４％，「節水の意識が高まっ

た」が２１．６％と続いている。 

「ペットボトル」 

問 あなたの事業所では、どのくらいの量の飲料水を備蓄していますか。 

備蓄について，ペットボトルが２７．７％と最も高い数値を示している。 

水に対する 

考え方の変化 
38.4％ 

飲料水の 

備蓄 
27.7％ 
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33.1%

14.8%

7.6%

6.9%

1.8%

1.3%

0.8%

52.7%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

広報紙「水先案内」

(n=130)

市報にいがた

(n=58)

新聞での広報

(n=30)

ホームページ

(n=27)

パンフレット

(n=7)

新潟まつりや古町どんどん

などのイベント(n=5)

水道週間イベント

(n=3)

利用しているものはない

(n=207)

無回答

(n=6)
（n=393）

27.2%

26.7%

20.6%

19.1%

14.5%

14.5%

13.5%

7.9%

7.1%

5.9%

4.6%

3.3%

2.5%

2.3%

11.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

広報紙「水先案内」

(n=107)

ホームページ

(n=105)

市報にいがた

(n=81)

テレビでの広報

(n=75)

検針票の裏面

(n=57)

ＳＮＳ

(n=57)

新聞での広報

(n=53)

ラジオでの広報

(n=31)

パンフレット

(n=28)

新潟まつりや古町どんどんなどのイベント

(n=23)

携帯版ホームページ

(n=18)

雑誌での広報

(n=13)

水道週間イベント

(n=10)

その他

(n=9)

無回答

(n=45)

（n=393）

『広報紙「水先案内」』 

問 水道局が行っている広報媒体の中で、あなたの事業所が利用しているものは次のうち 

どれですか。 

水道局が行っている広報の媒体の中で，事業所に最も利用されている広報媒体は，『広報紙「水

先案内」』で３３．１％を占めている。 

『広報紙「水先案内」』 

問 水道局が広報活動を行っていく上で、今後力を入れてほしい媒体は次のうちどれですか。 

今後力を入れてほしい媒体としては，『広報紙「水先案内」』が最も多く，２７．２％を占めてい

る。 

利用している 

広報媒体 
33.1％ 

力を入れて 
ほしい媒体 

27.2％ 



- 7 - 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

57.5%

55.7%

36.6%

35.4%

33.1%

10.2%

3.8%

1.8%

0.8%

6.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

災害や断水等、緊急時の情報確認手段

(n=226)

断水・漏水などの工事情報

(n=219)

水道水の水質検査の結果

(n=144)

水道水の節水方法や活用方法など

(n=139)

災害対策の取組み

(n=130)

水道料金や支払いに関する手続きの方法

(n=40)

事業の経営状況

(n=15)

各種のイベント情報

(n=7)

その他

(n=3)

無回答

(n=24)

（n=393）

51.1%

22.4%

19.6%

3.3%

1.3%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80%

どちらともいえない

(n=201)

満足

(n=88)

やや満足

(n=77)

やや不満

(n=13)

不満

(n=5)

無回答

(n=9)
（n=393）

「災害や断水等、緊急時の 

情報確認手段」 

問 あなたの事業所が必要と考える水道局からの情報やお知らせは、次のうちどれですか。 

事業所が最も必要と考える情報やお知らせは，「災害や断水等、緊急時の情報確認手段」で 

５７．５％を占めている。 

「どちらともいえない」 

問 新潟市の水道事業について、どのように思いますか。 

「どちらともいえない」が５１．１％と最も高い。「満足」「やや満足」と答えた事業所の割合

は，４２．０％しかなかった。 

必要な情報や 

お知らせ 
57.5％ 

総合的な 

満足度 
51.1％ 
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85.5%

61.8%

39.4%

20.0%

8.5%

6.7%

6.1%

5.5%

4.2%

1.2%

0.0%

0.0%

2.4%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

水道水の安全性

(n=141)

断水のない安定した給水

(n=102)

水道水のおいしさ

(n=65)

老朽化した水道管の更新・耐震化

(n=33)

水道料金の設定

(n=14)

災害時等の応急給水体制の整備

(n=11)

道路漏水などへの緊急対応

(n=10)

浄水場などの水道施設の耐震化

(n=9)

お客さまコールセンターの導入などお客さまへの対応

(n=7)

わかりやすい広報への取り組み

(n=2)

効率的な経営への取り組み

(n=0)

太陽光発電設備の導入など環境に配慮した事業運営

(n=0)

その他

(n=4)

無回答

(n=2)

n=165

83.3%

22.2%

11.1%

5.6%

5.6%

5.6%

5.6%

5.6%

5.6%

5.6%

0.0%

0.0%

11.1%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

水道料金の設定

(n=15)

老朽化した水道管の更新・耐震化

(n=4)

断水のない安定した給水

(n=2)

水道水の安全性

(n=1)

水道水のおいしさ

(n=1)

災害時等の応急給水体制の整備

(n=1)

浄水場などの水道施設の耐震化

(n=1)

お客さまコールセンターの導入などお客さまへの対応

(n=1)

道路漏水などへの緊急対応

(n=1)

わかりやすい広報への取り組み

(n=1)

効率的な経営への取り組み

(n=0)

太陽光発電設備の導入など環境に配慮した事業運営

(n=0)

その他

(n=2)

無回答

(n=0)
n=18

「水道水の安全性」 

問 新潟市の水道事業について満足している点は、次のうちどれですか。 

新潟市の水道事業について事業所が満足している点は，「水道水の安全性」が８５．５％で圧倒

的で，次に「断水のない安定した給水」が６１．８％と続いている。 

「水道料金の設定」 

問 新潟市の水道事業について不満な点は、次のうちどれですか。 

新潟市の水道事業について，不満な点は，「水道料金の設定」が８３．３％と圧倒的に高く，次

いで「老朽化した水道管の更新・耐震化」が２２．２％と続いている。 

満足 

している点 
85.5％ 

不満な点 83.3％ 
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6.1%

5.6%

12.5%

11.2%

4.3%

3.3%

51.9%

44.5%

50.6%

51.9%

20.4%

23.9%

20.6%

24.7%

16.8%

16.8%

40.5%

32.8%

15.0%

17.6%

13.2%

14.0%

27.5%

32.3%

6.4%

7.6%

6.9%

6.1%

7.4%

7.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア．水質検査の強化など、

水道水の安全性を確保していくための取組み

イ．浄水工程の改善など、

おいしい水を供給するための取組み

ウ．地震に強い水道管の整備など災害対策の強化

エ． 古くなった水道施設を計画的に改良・ 更新するなど、

将来にわたって安定して水道を供給するための取組み

オ．水道料金の支払方法を広く選択できるなど、

お客さまサービスの向上

カ．太陽光発電の導入など環境に配慮した施設整備

水道料金が高くなっても積極的に推進してほしい 現状の料金水準で推進してほしい

水道料金が高くなるのなら推進しないでほしい わからない

無回答

ア～エの取組み 

「現状の料金水準で 
推進してほしい」 

 

問 水道局が行っている次のア～カの取組みについて、今後、水道料金との関係をどのよう 

にすべきとお考えですか。 

ア～エの取組みに関しては「現状の料金水準で推進してほしい」が最も高く，オ～カの取組は

「水道料金が高くなるのなら推進しないでほしい」が「現状の料金水準で推進してほしい」を上回

っている。 

水道局の取組みと 

水道料金との関係 

44.5～ 

51.9％ 


